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履 歴 書 
 
氏名         西村 和雄  
 
学歴 
昭和 41 年 4 月 東京大学教養学部教養学科理科 II 類入学 
昭和 43 年 4 月 東京大学農学部農業経済学科進学 
昭和 45 年 4 月 東京大学大学院農学系研究科修士課程農業経済学専攻入学 
昭和 47 年 4 月 東京大学大学院農学系研究科博士課程農業経済学専攻進学 
昭和 48 年 9 月 米国ロチェスター大学大学院経済学研究科博士課程入学 
昭和 51 年 8 月 同大学院博士課程修了 
昭和 52 年 6 月 Ph.D. ロチェスター大学より博士論文 "On the Problems of Uniqueness" 
 （指導教官 Lionel McKenzie 教授） 
 
職歴 
昭和 51 年  9 月  ダルハウジー大学経済学部助教授 
昭和 52 年 10 月  東京都立大学経済学部講師 
昭和 53 年  4 月      同    助教授 
昭和 62 年  4 月  京都大学経済研究所教授 
平成 18 年  4 月   京都大学経済研究所所長 
平成 22 年  4 月～ 京都大学名誉教授 
平成 22 年  4 月～ 京都大学経済研究所特任教授 
平成 22 年  4 月～24 年 3 月  京都大学学際融合教育研究推進センター統合複雑系科学国際研究ユ

ニット代表 
平成 25 年  4 月～神戸大学社会科学系教育研究府特命教授 
平成 28 年  4 月～神戸大学社会システムイノベーションセンター特命教授 
令和元年 4月～ 神戸大学計算社会科学研究センター特命教授 
 
客員 
昭和 54 年  9 月 ニューヨーク州立大学経済学部客員助教授 
昭和 55 年  9 月 南カリフォルニア大学経済学部客員助教授 
昭和 58 年  9 月      同     客員准教授 
平成 2 年 2 月～2 年 5 月 オーストラリア国立大学経済学部客員研究員 
平成 8 年 5 月  コーネル大学客員研究員 
平成 9 年 5 月  ウィーン大学客員研究員 
平成 12 年 9 月～13 年 8 月 パリ大学客員教授 
平成 12 年 9 月～13 年 8 月 マルセーユ大学客員教授 
平成 16 年 7 月～令和 4 年 12 月  Institute for Complex Adaptive matter, 

 Board of Governors 
平成 20 年 4 月～21 年 3 月     東京大学経済国際共同研究センター客員教授 
平成 20 年  ７月～29 年 6 月   Santa Fe Institute, External Professor 
平成 22 年  4 月～23 年 3 月    立命館大学経済学部客員教授 

平成 22 年 11 月～             独立行政法人経済産業研究所ファカルティーフェロー 
平成 23 年  4 月～24 年 3 月    同志社大学経済学部客員教授 

平成 27 年 9 月～           International Engineering and Technology Institute,  
Distinguished  Fellow 

 
受賞 



2 
 

2020 年 7 月, Fellow, Society for the Advancement of Economic Theory 
令和元年 11 月 瑞宝重光章 

2016 年 10 月 Best Presentation Award: ”Science Subjects Studied and Relation to Income 
after University Graduation: An Empirical Analysis in Japan,”18th International 
Conference on Educational and Instructional Technology, 
2015 年 5 月, International Engineering and Technology Institute, Distinguished Fellow  
2012 年 2 月 Lifescience Global Editor's Choice, “Mathematics & Science Education and 
Income: An Empirical Study in Japan” (with Junichi H., Junko U. and Tadashi Y.) ,Journal 
of Reviews on Global Economics,  
1992 年 11 月 Fellow of the Econometric Society The Econometric Society  
平成 24 年 12 月    学士院会員 

平成 24 年 11 月     紫綬褒章 

平成 22 年 11 月     京都新聞大賞「文化学術賞」 

平成 20 年 11 月    第 51 回日経・経済図書文化賞 『マクロ経済動学』 

平成 19 年 11 月   エックスマルセーユ第Ⅱ大学名誉博士号 
平成 17 年 3 月   日本数学会第 1 回出版賞  『分数ができない大学生』 

昭和 51 年 4 月       Peter Conivear 賞 

（ロチェスター大学経済学部大学院のセカンドイヤー論文による） 

昭和 50 年 5 月       Norman M.Kapaln 賞 

（ロチェスター大学経済学部大学院の２年次までの成績による） 
 
専門：複雑系経済学 
 
出版された西村和雄記念号および西村和雄論文集 

Business cycles and indeterminacy in economic models: a special issue in Honor of Professor Kazuo 

Nishimura, Edited by Ippei Fujiwara and Makoto Yano, Studies in Nonlinear Dynamics & 

Econometrics 23, Issue 4, 2019 De Gruyter 

 

Nonlinear Dynamics in Equilibrium Models-Chaos, Cycles and Indeterminacy: 
Selected Papers by Kazuo Nishimura, Edited by John Stachurski,, Alain Venditti, and Makoto 

Yano, Springer 2012 

 

Special Issue in Honor of Kazuo Nishimura: Nonlinear Dynamics in Equilibrium Models, Edited 

by John Stachurski, Alain Venditti and Makot Yano, Macroeconomic Dynamics16, Issue S1, April, 

2012 Cambridge University Press 
 

Symposium in Honor of Kazuo Nishimura, Edited by Jess Benhabib and Tapan Mitra, Journal of 
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Difference Equations and Applications 13, 2007, Taylor & Francis 
 
 
過去に論文を発表した研究分野：経済成長・一般均衡理論・国際経済学・人口成長論・ゲーム理論・ 

カオス理論 
 
過去の授業担当科目：経済原論・ミクロ経済学・マクロ経済学・国際経済学・数理経済学・経済発展論・

統計学・経済数学・数理計画法・エンジニアの為の経済理論（南カリフォルニア大学工学部） 
 
所属学会・機関及び活動 

2020～ Fellow of the Society for the Advancement of Economic Theory, Fellow 
2015～  Distinguished Fellow of the International Engineering and Technology Institute,  
1992 ～ Fellow of the Econometric Society 
 
Econometric Society 

1994 ～ 2000 Council Member the Econometric Society 
1992 ～ Fellow of the Econometric Society 
1988 ～ 2000 Far Eastern Meeting of the Econometric Society, Standing Committee 
 Member 
1994 ～ 1995 The World Congress in Tokyo, Local Organizing Committee Member 
1999 年度 Far Eastern Meeting of the Econometric Society, プログラム委員 
1997 年度 Far Eastern Meeting of the Econometric Society, プログラム委員 
1993 年度 Far Eastern Meeting of the Econometric Society, プログラム委員 
1989 年度 Far Eastern Meeting of the Econometric Society, プログラム委員長 
1987 年度 Far Eastern Meeting of the Econometric Society, プログラム委員 
 
日本経済学会（理論計量経済学会） 
2000 ～ 2001 日本経済学会 会長 
1999 ～ 2000 日本経済学会 副会長 
1998 ～ 2000 学会機関誌 The Japanese Economic Review 編集長 
1994 ～ 1998 理論計量経済学会常任理事 
1989 ～ 1992 理論計量経済学会常任理事 
1987 ～ 1989 理論計量経済学会理事 
 
日本経済学教育協会 （経済学検定試験実施） 

2002～会長 
 
国際教育学会 

2006～会長 
 
東京経済研究センター 
1988 ～ 1992 TCER 理事（研究会担当） 
1981 ～ 1983 TCER 理事（研究会担当） 
 
社会的活動： 
2017.4～        大阪市教育委員会顧問 
2013.4～2017.3    大阪市教育委員会委員 
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2013～           総合診断医療研究会名誉顧問 
2012.4～2013.3       大阪市教育振興基本計画策定有識者会議座長 
2012〜        高等教育国際基準協会 名誉顧問 
2010～2014      日本機械工業連合会・理数系グローバル人材育成・教育に関する調査専門部会

座長 
2010.4 ～2018.3  法科大学院全国統一適性試験管理委員会 委員 

2010.4 ～2012.3    京都大学・京都府教育委員会連携委員会 委員長 

2009.4 ～     日本経済国際共同研究センター 顧問 

2006 ～2010  NPO Sustainable Fellowship International 理事長 

2005 ～  NPO これからの教育を考える会 理事 

2004.4～2019.3      公認会計士・監査審査会、公認会計士試験実施検討小委員会委員 

2003.4～2010.3  法科大学院適性試験委員会委員 

2003.4～2010.3 財団法人 二十一世紀文化学術財団 評議員 

 

学術誌編集 
Taiwan Journal of Applied Economics，a member of the Honorary International Editorial 
Advisory Board, since 2017 
 
Neuroscience Communications, Smart Science & Technology, Member of Editorial Board 2015- 
 
International Journal of Economic Theory, Basil Blackwell, Managing Editor, 2004- 
 
Advances in Dynamical Systems and Applications, Research India Publications, Member of Editorial 
Board since 2006 
 
Advances of Mathematical Economics, Springer-Verlag, Member of Editorial Board, 1998- 
 
Annals of Financial Economics, World Scientific, Member of the Advisory Board, August 
2013- 
 
Brazilian Journal of Business Economics, Catholic University of Brasilia, Member of 
Advisory Board,, February 2012-  
 
Chaos, Solitons and Fractals, Pergamon Press, Member of Editorial Board, 1990-1995 
 
Economic Studies Quarterly, Japan Association of Economics and Econometrics, Co-Editor 
1992-1995 
 
Economic Theory, Member of Editorial Board, 1990-2000 
 
International Journal of Dynamical Systems and Differential Equations, Nova Science Publishers, 
Member of Editorial Board, 2006- 
 
Journal of Difference Equations and Applications, Gordon and Breach Publishers, Member of 
Editorial Board since 1997  
 
Journal of Macroeconomics, Elsevier, Member of Editorial Board, 2003- 
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Journal of Informatics and Data Mining, Insight Medical Publishing、Member of Editorial Board, 
2015－ 
 
Journal of Health & Medical Economics, Insight Medical Publishing、Member of Editorial Board, 
2015－ 
 
Journal of Integrated Creative Studies, Kyoto University, Member of Editorial Board, 2015－ 
 
Journal of Reviews on Global Economics, Lifescience Global, Member of Editorial Board, since 
2012 
 
Journal of Risk and Financial Management,Multidisciplinary Digital Publishing Institute, 
Member of the Advisory Board, since August 2013 
 
Journal of Economic Development, Chung Ang University, Member of Editorial Board since 1997 
 
Japanese Economic Review, Basil Blackwell, Co-Editor 1995-1997, Editor in Chef 1998-2000 
 
Journal of Economic Surveys, Basil Blackwell, Member of Advisory Board, 1990-1995 
 
Journal of Population Economics, Springer-Verlag, Member of Editorial Board, 1995-2001 
 
Mathematical Social Sciences, North-Holland, Member of Editorial Board, 1993-1997 
 
Pacific Economic Review, Wiley-Blackwell, Member of Editorial Board, 2003- 
 
Review of International Economics, Wiley Blackwell, Member of Editorial Board, 1997- 
 
Ricerche Economiche, Academic Press, Member of Editorial Board, 1991-1997 
 
Seoul Journal of Economics, Seoul University, Member of Editorial Board, 1996- 
 
Studies in Nonlinear Dynamics and Econometrics, MIT Press, Member of Editorial Board since 1995 
 
Theoretical Economics Letters, Scientific Research Publishing, Member of the Editorial 
Board, April 2011- 
 
代表を務めたプロジェクト 
21 世紀 COE プログラム『先端経済分析のインターフェイス拠点の形成』：リーダー 

 文科省の 21 世紀 COE プログラムに認められ、2003 年より、その中の複雑系経済学

 グループのリーダー、2006 年より全体の拠点リーダーを務める。 

 

州立カリフォルニア大学複雑系研究所(ICAM)京都支所：代表 

 ICAM はサンタフェ研究所の David Pines 教授によって、カリフォルニア州立大学機

 構に 2002 年 7 月に創設された複雑系研究所。2005 年 7 月から、京都大学経済研究

 所は、大学院理学研究所物理学第一教室と共に、ICAM の京都支部として活動する。        

ICAM 京都支部の代表は、経済研究所西村和雄（教授）と理学研究科八尾誠（教授）   

が務める。 
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COE『複雑系としての非線形経済システム：理論と応用』：代表 

 文部省の卓越した研究拠点形成（センター・オブ・エクセランス、COE）プロジェクトに

 認められ、1997 年より複雑系経済学の研究を行う。共同研究プロジェクト全体の代表を 

務める。 

 

21 世紀人材育成フォーラム：代表 

 通産省の委託で、人材育成、教育へのヴィジョンを探る共同研究プロジェクトの代表

を務める。 

 

グローバル市場競争時代における教育、人材、育成のあり方研究委員会：座長 

 地球産業文化研究所の依頼で、21世紀の教育のヴィジョンを探る研究会を定期的に

開いて、その座長を務める。 
 
 
著書：  『マクロ経済動学』（共著）岩波書店、2007 年 9 月  
 『満員御礼！経済学なんでもお悩み相談所』日本経済新聞社、2006 年 2 月 
 『どうする「理数力」崩壊』（共著）PHP 研究所、2004 年 4 月 
 『まんが DE 入門経済数学』日本評論社、2003 年 9 月 
 『経済学思考が身につく 100 の法則』ダイヤモンド社、2003 年 5 月 
 『世界一かんたんな経済学入門』講談社、2002 年 10 月 
 『大学生の学力を診断する』（共著）岩波新書、2001 年 
 『勉強嫌いに誰がした』（共著）PHP、2000 年  
 『算数軽視が学力を崩壊させる』（共著）講談社、1999 年 
 『複雑系を超えて』筑摩書房、1999 年 
 『Q&A 一分間の経済学』日本経済新聞社、1998 年 
 『現代経済学入門：ミクロ経済学』岩波書店、1996 年 
 『ミクロ経済学入門（第２版）』岩波書店、1995 年 
 『知の方程式』集英社、1995 年 
 『ミクロ経済学』東洋経済新報社、1990 年 
 『入門経済学ゼミナール』実務教育出版、1990 年 
 『三日間の経済学』（対談）JICC 出版、1990 年 
 『マンガ DE 入門経済学』日本評論社、1990 年 
 『ミクロ経済学入門』岩波書店、1986 年 
 『経済数学早わかり』日本評論社、1982 年  
 『経済数学入門』（共著）有斐閣、1980 年 
 
編著：           Creative Complex Systems, edited by Kazuo Nishimura, Masatoshi Murase 

and Kazuyoshi Yoshimura (edted), 2021, Springer,  
 

Advances in Discrete Dynamical Systems, Advanced Studies in Pure Mathematics 
53, edited by Saber Elaydi, Kazuo Nishimura, Mitsuhiro Shishikura and 
Nobuyuki Tose, Mathematical Society of Japan, 2009 年 
 
Equilibrium, Trade, and Growth; selected Papers of Lionel W. McKenzie、edited with 
Tapan Mitra MIT Press、2008 年 
『経済心理学のすすめ』 （子安増生・西村和雄編） 有斐閣、2007 年 12 月 

 『Handbook on Optimal Growth: 1 Discrete Time』(共著)Springer、2006 年 
『子どもの学力を回復する―算数 自学自習への道』数研出版 2005 
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            『学ぼう！算数』数研出版、2005 年 5 月 
 『非線形均衡動学－不決定性と複雑性』（福田慎一氏と共同編集）、東京大学出版 

会、2004 年 
『もうやめろ！ゆとり教育』日本評論社、2003 年 7 月 

 『教育改革の経済学』日本経済新聞社、2003 年 7 月 
 『学力の土台』勁草書房、2003 年 2 月 
 『算数ができない大学生』東洋経済新報社、2001 年 
 『学力低下と新指導要領』岩波書店、2001 年 
 『「本当の生きる力」を与える教育とは』日本経済新聞社、2001 年 
 『ゆとりを奪った「ゆとり教育」』日本経済新聞社、2001 年 
 『学力低下が国を滅ぼす』日本経済新聞社、2001 年 
 Optimization and Chaos,edited by Mukul Majumdar, Tapan Mitra and Kazuo 

Nishimura ,Springer、2000 年 
 『複雑系経済学とその周辺』サイエンス社、2000 年 
 『小数ができない大学生』東洋経済新報社、2000 年 
 『分数ができない大学生』東洋経済新報社、1999 年 
 『早わかり経済学入門』東洋経済新報社、1997 年 
 『学問のすすめ：経済学』筑摩書房、1996 年 
 『情報社会の経済理論』（共編）富士通ブックス、、1996 年 
 『応用ミクロ経済学』（伊藤元重氏と共同編集）東京大学出版会、1989 年 
 
翻訳： 『アメリカの教育改革』（京都大学学術出版会、2004 年） 

「教育問題を優先するアメリカ」（『算数ができない大学生』東洋経済新報社、2001 年） 
 「少人数クラスと教師の質の向上」アメリカ教育省（『「本当の生きる力」を与える教育と

は』日本経済新聞社、2001 年） 
 「21 世紀のアメリカの教育のための実施要求」アメリカ教育省（『ゆとりを奪った「ゆとり

教育」』日本経済新聞社、2001 年） 
 「危機に立つ国家」アメリカ教育省（『学力低下が国を滅ぼす』日本経済新聞社、2001

年） 
 Walras' Economics by Michio Morishima, Cambridge University Press, 1977（『ワ

ルラスの経済学』1983 年、東洋経済新報社） 
 

単行本と特集号の編集（英文誌） 

General Equilibrium and Trade: A Special Issue in Honor of Ronald Jones, Edited by Fumio 
Dei, Sugata Marjit, Kazuo Nishimura and Makoto Yano, International Journal of Economic 
Theory 17, Number 1, Wiley 2021 

 

General Equilibrium and Location: A Special Issue in Honor of Marcus Berliant, Edited by 
Masahisa Fujita, Kazuo Nishimura, Shin-Kun Peng, Ping Wang and Makoto Yano, 
International Journal of Economic Theory 16, Number 1, Wiley 2020 
 
Market Frictions in Macroeconomic Dynamics: A Special Issue in Honor of Roger Farmer, 
Edited by Jess Benhabib, Kazuo Nishimura and Makoto Yano, International Journal of 
Economic Theory 15, Number 1, Wiley 2019, 
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Individual Choice and Social Welfare: A Special Issue in Honor of Kotaro Suzumura, Edited 
by Kaushik Basu, Kazuo Nishimura and Makoto Yano,  
International Journal of Economic Theory 14, Number 1, Wiley 2018, 
 
Sunspots and Non-Linear Dynamic: Essays in honor of Jean-Michel Grandmont,s, Edited by 
Kazuo Nishimura, Alain Venditti, and Nicholas C. Yannelis, 2016 December, Springer 
 
A Special Issue in Honor of Masahisa Fujita, Edited by Marcus Berliant, Tomoya  Mori, 
Kazuo Nishimura and Makoto Yano, International Journal of Economic Theory 13, Number 
1, Wiley 2017, 
 
A Special Issue in Economic Theory on Mathematical Economics, Game Theory and 
Computation-In Celebration of Professor Andy McLennan’s 60th Birthday, Edited by Hülya 
Eraslan, Kazuo Nishimura and Makoto Yano, International Journal of Economic Theory 12, 
Number 1, Wiley 2016, 
 
A Special Issue on Market Quality, Trade and Dynamics  in Honor of Makoto Yano, Edited by Ronald 

Jones, Mukul Majumdar and Kazuo Nishimura, International Journal of Economic Theory 11, 

Number 1, Wiley 2015, 

 
A Special Issue on Trade and Trade Policy in Honor of  Wilfred J.Ethier, Edited by Henrick Horn, 

Kazuo Nishimura and Makoto Yano, International Journal of Economic Theory 10, Number 1, Wiley 

2014, 

 
A Special Issue on General Equilibrium and Growth in Honor of Cuong Le Van, Edited by Myrna 

Wooders, Kazuo Nishimura and Makoto Yano, International Journal of Economic Theory 9, Number 

1, Wiley 2013, 

 

The Legacy of Lionel W. McKenzie: Special Issue 2, Edited by Ronald Jones ,Kazuo Nishimura and 

Makoto Yano, International Journal of Economic Theory 8, Number 2, Wiley, 2012, 

 

The Legacy of Lionel W. McKenzie: Special Issue 1, Edited by Ronald Jones ,Kazuo Nishimura and 
Makoto Yano, International Journal of Economic Theory 8, Number 1, Wiley, 2012, 

 

Special Issue for the 2011 APJAE Symposium on Dynamic System and World Trade,  
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Edited by Kazuo Nishimura, Asia-Pacific Journal of Accounting & Economics 18, Issue 3, 2011, 

Taylor & Francis 

 

A Special Issue on Game Theory and Related Topics in Honor of James Friedman,  

Edited by Gary Biglaiser, Kazuo Nishimura, Akira Okada and Makoto Yano, 

International Journal of Economic Theory 7, Number 1, Wiley,2011, 

 

A Special Issue on Growth, Sustainability and Equilibria in Honor of Tapan Mitra, Edited by Kaushik 

Basu, Mukul Majumdar and Kazuo Nishimura, International Journal of Economic Theory 6, Issue 1, 

Wiley, 2010, 

 

A Special Issue on Macroeconomic Dynamics in Honor of Jess Benhabib, Edited by Roger Farmer and 

Kazuo Nishimura, International Journal of Economic Theory 5, Issue 1, March  Wiley, 2009, 

 

A Special Issue on Social Welfare, Market Equilibrium and Stability in Honor of Professor Takashi Negishi, 

Edited by Jean-Michel Grandmont, Kazuo nishimura and Makoto Yano, International Journal of 

Economic Theory 4 , Number 2, Blackwell, 2008, 

 

Special Issue on Nonlinear Macroeconomic Dynamics, (with Makoto Yano), International Journal of 

Economic Theory, Blackwell, 2008 

 

Special Issue on Instability and Fluctuations in Intertemporal Equilibrium Model, (with Cuong Le Van, 

Tapan Mitra and Alain Venditti), Journal of Mathematical Economics, Springer, 2006 

 

The Symposium Issue in Honor of Mukul Majumdar, (with Charalambos D. Aliprantis, Tapan Mitra 

and Roy Radner), Economic Theory, Springer, 2006 

 

Special Issue on Intertemporal Equilibria, Aggregation and Sunspots in Honor of Jean Michel Grandmont, 

(with Makoto Yano), International Journal of Economic Theory, Blackwell, 2006 

 

Symposium on Trade and Growth, (with Makoto Yano), The Japanese Economic Review, Blackwell, 

2006 

 

Special Issue on Discrete-Time Dynamics in Economics, (with Makoto Yano), Journal of Difference 

Equations and Applications 10, No.5, Taylor & Francis, 2004 
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Symposium on Intertemporal Equilibrium Theory: Indeterminacy, Bifurcations and Stability, (with 

Tapan Mitra) Journal of Economic Theory, Academic Press, 2001 

 

Optimization and Chaos, (edited with Mukul Mujumdar and Tapan Mitra), Springer, 2000 

 

Symposium on Intertemporal Equilibrium Theory and Nonlinear Dynamics, (with Harutaka Takahashi), 

The Japanese Economic Review 50, No.4, Blackwell, 1999 
 
 
英文学術誌論文 

Kazuo Nishimura, Dai Miyamoto and Tadashi Yagi, “Japan’s R&D capabilities 
have been decimated by reduced class hours for science and math subjects,” 
Humanities & Social Sciences Communications, Springer Nature, 2022, 
https://www.nature.com/articles/s41599-022-01234-0 
 
Kazumichi Iwasa and Kazuo Nishimura, "Indeterminacy in a Model with 
Production Externality and Inferiority in Consumption," International Journal of 
Economic Theory 18, Issue 4, p. 607-623, 2022, 査読あり 
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